
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホームあじさい

目標達成計画 作成日：　平成29年9月7日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する期

間

1 26

面会の少ない家族もあり、またカンファレンス時
の家族の参加率も悪いため、面会及びカンファ
レンスへの参加を促し、共に計画書を作成し、
取り組んでいくことを認識してもらえるようにして
いくこと。

運営推進会議や家族会等を通じて、面会や
カンファレンスへの家族の参加を促す。

ケアプランにおいて、家族の役割を理解しても
らえるようにする。カンファレンスへの参加にて
運営推進会議や家族会等でも家族にケアプラ
ンの意義を説明し、今まで以上に参加をしても
らえるよう協力を促す。

１２ヶ月

2 31/34

看護職と連携を密にし、日常的な健康管理がで
きる体制ができ、介護職員の医療に関する知
識習得の意識ができた。また、終末をｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ
ﾑで行うことのスタッフの意識と知識の習得をし
ていくこと。

誰もが安心して介護ができるように医療的
な知識の習得に努め、ターミナルケアも希望
に応じて安心して提供できるようにする。

内部研修、全体研修で看護師による勉強会を
開催し知識習得に努める。都度相談できるよう
な体制とする。

１２ヶ月

3 26

認定更新の手続きが遅くなる傾向がある 全職員が介護保険法、ケアマネジメントの流
れをよく理解しスムーズな対応ができるよう
にしていく。

介護医保険法、ケアマネジメントについてのス
タッフの理解促進。
家族来館時等にも認定更新手続きについて説
明し、速やかに書類の提出を促す。

１２ヶ月

4 2

地域への行事（地区運動会やお祭りなど）への
参加が十分できていない

地域への行事（地区運動会やお祭りなど）を
把握し、地域への参加をしていく

年間計画に地域の行事等をあらかじめ把握、
記載し、年間計画において参加しやすいように
する。

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


